
人は太古より自然界の毒に悩まされ、毒を恐れ、そして知恵を
絞って毒を利用してきました。「これはトリカブトだから山菜と間
違えて食べてはいけないよ」､「このキノコは毒キノコだから注意
してね」､「山椒は体にいいんだよ」…など、一体だれがいつその
ような知識を得たのでしょうか。それはまさしく先人たちが自然の
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生み出す毒に悩まされ、時には命を犠牲にするような体
験を経て得た知恵なのです。尊敬すべき先人たちは、一
部の自然毒を矢毒として利用することで、自分より体の
大きい強い動物を安全に効率よく狩ることに成功し、さ
らには薬として利用するに至りました。
今回はそんな偉大なる先人たちの毒との戦いについて

お話しするとともに、毒を薬として利用してきた人類の
輝かしい業績についてお話ししたいと思います。
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このチラシの一番下にあるURLからホームページをご覧になり、第31回サイエンスカフェの
お知らせページにある「お申し込みはこちら」からお申し込みください。
締め切りは 2018年6月14日(木)です。開催の2~5日前に詳しいご案内メールをお送りします
ので、メールアドレスは正確にご入力ください。センターよりお知らせメールを正しくお送り
いたしましても、お申し込みされた方のメールの設定により届かない場合があるようです。ド
メイン名「frc.a.u-tokyo.ac.jp」からのメールを受信できるよう、あらかじめ設定のご確認を
お願いいたします。
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ご不明な点は、メール等でお問い合わせください。

食の安全研究センター
ホームページ
QRコード


